
 

 

 

 

 

 

 

～ 「校内授業研究会」 を開催しました ～ 
 ２０日（水）に６年生の算数（図を使って考えよう）の授

業研究会をしました。全職員で授業を参観し、事後の研修会

では提案をもとに協議して、みんなで研修を深め合いまし

た。割合の学習内容（目標は「文章題において、問題場面を

図に表して全体と部分の割合に着目して解法を考えること

を通して、全体を１として割合をとらえる考え方を使って

解くことができるようにすること、用いた図や見方・考え方

を生活や学習に活用しようとする態度を養うこと」）でした

ので、難しい問題でしたが、６年生は、しっかりと向き合い、

主体的・対話的に学習し、よくがんばっていました。自由度

のある自然体の学び合いが、これまでの実践の積み重ねで

随分定着しており、みんなで考えを聞き合ったり、確かめ合

ったり、教え合ったりしながら、自分の考えを修正し、「と

もに」学ぶことができていま

した。「さすが能古見小の６年

生！」です。担任の森翠先生の

教材研究も深く、次時の学習

も通してさらに子ども達の深

い学びにつながっていくよう

に感じました。 

 本校の校内研究については、概要図(裏面)にて御確認ください。 
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能古見大好き💗 
共生きチーム 
新たな時代を切り拓き 

共に生き抜く児童の育成 

～ かしこく・正しく・たくましく ～ 
 

　１年　見陣　うるは 　新春読書感想文コンクール（課題の部） 鹿島嬉野藤津地区 優良 　賞状

　４年　森田　はくあ
　６年　小森　はるか

　新春読書感想文コンクール（課題の部） 鹿島嬉野藤津地区 佳作 　賞状

　１年　岩屋　れいな
　１年　澤野　えいたろう
　２年　杉町　しゅんゆう

　新春読書感想文コンクール（自由の部） 鹿島嬉野藤津地区 優良 　賞状

　３年　澤野　なる 　新春読書感想文コンクール（自由の部） 鹿島嬉野藤津地区 佳作 　賞状

　能古見Jrバレーボール部 　海旬杯バレーボール大会【Ａチーム】 藤津鹿島嬉野地区 優勝 　トロフィー・賞状

　能古見Jrバレーボール部 　海旬杯バレーボール大会【Ｂチーム】 藤津鹿島嬉野地区 優勝 　トロフィー・賞状
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研 究 主 題 

 自ら学びを切り拓く児童の育成 
～ アクティブに学び合う学習過程の工夫を通して ～ 

【 児童の実態 】 

○友達と教え合うのが好き 

○まじめに学習に取り組む 

▲受動的、やらされ感 

▲発言、発表がやや少ない 

▲自己肯定感がやや低い 

 

【 目指す児童像 】 

◎自ら学びを切り拓く姿 
「何で？」「そこのところがよーわからん」 
「どがんしたと？」「どがん考えたと？」 
「そこばもう一回言って」「詳しく説明して」 
「なるほど」「なーんだ」「そうか」「スッキリした」 
「わかったぞ！」「できたぞ！」「ありがとう」 
「教えてもらおう」「教えよう」「みんなで問題解決」 
「みんなでわかるように、できるようになろう」 

※１つの授業内で、自分がわからないこと・できないことをそ
のままにしておかない、学習を大切にする主体的な姿を期待 

【教師の意識】 

・教科書ば進めんば！ 

・わからせんば！ 

・きちっとさせんば！ 

・時間内に進めんば！ 

・話し合わせんば！ 

【授業中の教師の姿】 

▲教科書を教える 

▲教師が全面に立ちすぎる 

▲しゃべりすぎる・説明しすぎる 

▲時間を十分与えず、せかす、待てない 

▲目的なく話し合わせる 

 

児童がもっと 「アクティブ」に学び合う授業 への転換 

学習過程の工夫 

教師の役割と出番を吟味し、児童の学びの自由度と時間と場を保障する 

①ミッション ⇔ ②アタック ⇔ ③コンプリート 

Change! 
 

Challenge! 
 

そのための視点として          （発達段階に応じて） 

①ミッション(問題提示)・・・わくわくする・見通せる・見方、考え方の明確化・短時間で 

②アタックタイム、コンプリートタイムの検討（児童の行動変容と学習内容の定着、時間確保） 

③児童の見取り、収束の検討（思考を整理し、学びを方向づける教師の役割、出番、関わり方等）

等） 

児童 ： 自分で、自分達で何とかせんば！ 

何とか解決しよう！何とかできそう！ 

（学習主体は児童である） 

教師 ： 正しく方向づけ、指導・支援する 

(軌道に乗れば、授業に余裕も生まれる) 

（別紙②） 
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